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内科領域における T-2588の 臨床的検討

安 達 正 則 ・小 林 芳 夫 ・藤 森 一 平

川崎市立川崎病院内科

新 しく開発された経 口用七フェム系抗生剤であるT-2588を 呼吸器感染症 お よび尿路感染症 に1使用

し,そ の効果と副作用を検討 した。 対象は16例 で男性7例,女 性9例,年 齢は22歳 か ら78歳 まで

で,平 均49.1歳 であった。 感染症の内訳は急性咽頭炎1例,急 性扁桃炎3例,急 性気管支炎7例 魚

性肺炎1例,急 性膀胱炎1例,急 性腎孟腎炎2例,慢 性腎盃腎炎の急性増悪1例 であった。

臨床効果の判定可能であった15例 において急性扁桃炎3例,急 性咽頭炎1例 ではいずれも有効,急

性気管支炎7例 では有効6例,無 効1例 であった。 急性膀胱炎1例,急 性腎孟腎炎2例 ではいずれも有

効,慢 性腎孟腎炎の急性増悪1例 では無効であった。有効率は86.7%で あったっ 起炎菌を同定しえた

6例 では,菌 消失4例,不 変1例,菌 交代1例 であった。

副作用は16例 について検討した。 急性咽頭炎の1例 で本剤1日600mg投 与2日 目に下痢を認めた

が,止 痢剤併用で投与を続けるうち下痢は治癒 した。本剤投与前後における臨床検査値ではA1-P1401U

か ら1621Uと 軽度の上昇を1例 で認めたが擁 投与終了後1401Uと 正常化 し,一 過性で軽度のもので

あった。

これらの結果から本剤は臨床効果に優れ,比 較的安全な薬剤であり,内 科領域の感染症において十分

な有用性があると考えられた。

T-2588 は新 し く開 発 さ れ た 経 口用 セ フ ァ ロス ポ リ ソ

系 抗 生剤 で あ る。 本 剤 は経 口投 与 後 小 腸か ら吸収 され 小

腸 壁 で エ ス テ ラ ー ゼ に よ り加 水 分解 されT-2525と な

り,抗 菌活 性 を 現 わ す1)。T-2588,T-2525の 化 学 構 造

式 はFigI1に 示 した 通 りで あ る1)。

T-2525 は嫌 気 性 菌 を含 む グ ラム陽 性 菌,グ ラ ム陰 性

菌 に 対 し,広 範 囲 の抗 菌 ス ペ ク トラムを 有 す る%そ の

抗 菌 力 はSrePtococcus pneumoniae, Streptococcus

pyogenes, Escherichia coli, Ktebsielta pneumeniae,

Proteus mirabilis, Bacteroides fragilis お よ び

Haemophilus in fluenzaeに 対 してCephalexjn(CEX),

Cefaclor(CCL)よ り優 れ て お り,特 に グ ラム陰 性 菌 の

うち,従 来 の経 ロセ フ ェム系 抗 生 剤 に 対 し感 受 性 が 低 い

Citrobacter freundii, Enterobacter cloacae, Indole

陽 性Proteus, Serratia marcescens に対 し て も強 い

抗 菌 力 を 有す る1,。T-2525の 抗 菌力 はpHや 接 種 菌 量

の 影 響 を受 け に くい1)。 またT-2525は 各種 細 菌 の 産 生

す る β-Iactamaseに 対 して も安 定 で あ る1)。 この よ う

な 成 績 をふ ま えて,内 科 領 域 の 感 染 症 に お い て本 剤 の 効

果 と副 作 用 等を 含 あ,そ の臨 床 的 有 用 性 につ い て検 討 し

た の で,そ の 成 績 に つ い て報 告 す る。

I. 対象 並 び に 方 法

対 象:T-2588投 与 症 例 は昭 和59年4月 か ら昭 和59

年12月 ま で の間 に,川 崎 市 立 川 崎病 院 内科 に入 院 また

は外来通院 した16例 である。性別では男性7例,女 性

9例 で,年 齢は22歳 か ら78歳 で,平 均49.1歳 であ

った。

感染症の内訳は急性咽頭炎1例,急 性扁桃炎3例,急

性気管支炎7例,急 性肺炎1例,急 性膀胱炎1例,急 性

腎孟腎炎2例,慢 性腎孟腎炎の急性増悪1例 であった。

薬剤投与方法;T-2588を1回100mgま たは200mg

を食後1日3回,1日 量 として300mgま たは600mg

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525 

T-2588 .
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Table 1 Summary of cases treated with T-2588
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を経口投与 した。投与期間は4か ら9日 間,平 均6,3日

間で,投 与総量は1,500mgか ら4,200mgで あ った。

効果判定は臨床的には呼吸器感染症の場合には発熱,

咳嗽,喀 痰の量および性状などの臨床症状に加え胸部 レ

ントゲン所見,赤 沈,CRP,白 血球数などの改善から,

また尿路感染症の場合には尿沈渣所見,赤 沈CRP,白

血球数などの改善から著効,有 効,や や有)効,無 効の4,

段階に判定 した。細菌学的な効果は消失,減 少,不 変,

菌交代の4段 階に判簿 した。

II. 成 績

T-2588投 与症例をTable 1に 示 した。症例1は 急性

咽頭銘 症例2か ら4ま では急性桶桃炎の症例で,咽 頭

粘液培養では常在菌叢のみ検出され起炎菌を明らかにす

るζとはできなかったが,臨 床的にはいずれも有効であ

った。症例5か ら11の7例 は急性気管支炎の症例で,

基礎疾患は症例5の 脳血栓症,症 例9の 気管支喘息およ

び症例11の 関節 リウマチと高血圧症を除き認めなかっ

た。喀痰培養で起炎菌を同定 しえた のは症例9お よび

11の2例 のみであるが,い ずれもS.pneumoniaeが 検

出され,本 剤投与後消失 した。臨床的には症例9,11の

2例 を含め6例 で有効,症 例5の1例 で無効であった。

症例12は 急性肺炎の症例であったが,マ イコプラズマ

血清CF抗 体価が4倍 から32倍 と2管 以上の有意な上

昇を認め,マ イコプラズマ肺炎と確診され臨床効果判定

より除外した。これら呼吸器感染症12例 では臨床効果

の判定可能であった11例 中10例 が有効であり,有 効

率は90.9%で あ った。

症例13は 急性膀胱炎の症例で尿培養で E.coli 105/

ml以 上検出,本 剤投与後消失 した。臨床的にも頻尿,排

尿痛などの速やかな改善を認 め,有 効であった。 症例

14,15は 急性腎盂腎炎の症例で,症 例14で は基礎疾患

として脳血栓を有 し,尿 培養においてEnterococcusが

105/ml以 上検出され た。本剤投与後Enterococcusは

Pseudomonasに 菌交代 したが,臨 床的には解熱,腰 痛

や膿尿の改善から有効と判定した。症例15は 基礎疾患

として直腸癌を有 し,尿 培養においてE.coliが 105/ml

以上検出され,本 剤投与後消失 した。臨床的にも有効で

あった。症例16は 腰痛,Cost-vertebral angle (CVA)

の叩打痛,膿 尿を認め,慢 性腎盂腎炎と診断 した。本剤

が投与されて膿尿は改善されたが,臨 床症状は不変で,か

つ尿培養でも投与前検出菌のMicrococcusが 3,000/ml

から105/ml以 上 と菌数が増加するなど,無 効であった。

これら尿路感染症4例 では4例 中3例 有効であ り,有 効

率は75%で あった。

呼吸器感染症および尿路感染症,計16例 中臨床効果

の判定可能であった15例 において13例 が有効で,有

効率は86.7%で あった。

細菌学的効果は起炎菌を同定 しえた6例 において,菌

消失4例(S.pneumoniaeを 検出した急性気管支炎の2

例 とE.coliを 検出 し弗急性膀胱炎,急 性腎盂腎炎それ

ぞれ1例),不 変1例(Micrococcusを 検 出した慢性腎孟

腎炎の急性増悪の1例),菌 交代1例(Enterecoccusか

らPseudomonasへ 菌交代 した急性腎盂腎炎1例)で あ

った。

III. 副 作 用

本剤投与中の副作用は16例 について検討 した。急性

咽頭炎の1例 で本剤1日600mg投 与2日 目に下痢を認

め,止 痢剤を併用投与しながら本剤の投与を継続 し,下

痢は消失 した。下痢は本剤によるものと考えられた。

検索しえた検査成績のうち末梢血, GOT, GPT, Al-

P, T.bil, BUN, Creatinineに ついて本剤投与前後の変

動をTable 2に 示 した。症例14(急 性腎孟腎炎の症例)

で本剤1日300mg7日 間投与後にAl-P 140 IUか ら

162 IUと 軽度の上昇を認めたが,投 与終了後140 IUと

正常化 していた。

以上,本 剤によると思われる副作用,お よび臨床検査

値異常では重篤なものは認めなかった。

IV. 考 案

T-2588を 呼吸器感染症12例 および尿路感染症4例

に投与 し,症 例12を 除外した15例 において呼吸器感

染症で90。9%,尿 路感染症で75.0%,全 体 で 86.7%

と高 い有効率を得た。本剤は経口剤であるため,投 与症

例はすぺて軽症または中等症であることを考慮しても優

れた臨床効果を有する薬剤であると考えられる。また,

副作用は本剤投与を続け得た軽度の下痢を16例 中1例

に認めただけであった。また,臨 床検査値に及ぼす影響

は1例 でAl-Pの 軽度の一過性上昇を認めただけであっ

た。

以上の結果から本剤は臨床効果に優れ,副 作用および

臨床検査値について検討 した限 りにおいては安全性の高

い薬剤であり,内 科領域の感染症において十分な臨床有

用性があると考えられ,今 後さらに検討するに値する抗

生剤であると考えられた。
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CLINICAL STUDIES ON T-2588 

MASANORI ADACHI, YOSHIO KOBAYASHI and IPPEI FUJIMORI 

Department of Internal Medicine, Kawasaki Municipal Hospital

T-2588, a newly developed cephalosporin antibiotic for oral use, was given to 16 patients with 1 
case with acute pharyngitis, 3 with acute tonsillitis, 7 with acute bronchitis, 1 with acute pneumo. 
nia, 1 with acute cystitis, 2 with acute pyelonephritis and 1 with chronic pyelonephritis at a daily 
dosage from 300 mg to 600 mg. The duration of chemotherapeutic period ranged from 4 to 9 days. 

One case was excluded from clinical evaluation. The clinical efficacy was "good" in 13, "poor' in 2 
cases. Overall clinical efficacy rate reached 88.7%. 

Mild diarrhea was noted in 1 case possibly related to T-2588 therapy. The slight elevation of 
serum Al-pase was observed in one case during this antibiotic administration, which improved short-
ly after T-2588 therapy. 

These data suggest T-2588 will be one of the effective cephalosporin antibiotic orally administered 
without significant side effects on the clinical base.


